
図２  未来予測と未来洞察

Ｆｏｒｅｃａｓｔ：予測 Ｆｏｒｅｓｉｇｈｔ：洞察

● 現在の延長線上で「未来」を考える
● インサイド・アウト発想
● 確定要素で考える
● 定量データ重視
● 統計的アプローチ
● 解はひとつ
● 予測結果自体が重要

● 「未来」を複数発想⇒「今」を見る
● アウトサイド・イン発想
● 不確定要素に着目する
● 定性データからのシナリオを重視
● 論理+直感型アプローチ
● 解は複数
● 洞察の過程での気づきが重要

安定成長時代に適したスタイル 不確実性の高い21世紀に適したスタイル
（注）日本総研作成
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再
構
築
を
求
め
る
。
そ
の
意
味
で

大
企
業
は
、
世
界
的
な
視
点
に
立

っ
て
、
中
長
期
的
に
発
生
し
得
る

不
確
実
性
の
高
い
シ
ナ
リ
オ
を
検

討
し
、
速
や
か
な
戦
略
の
再
構
築

に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

同
時
に
、
経
済
・
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
企
業
の
責
務
と
し
て
、
自

社
が
社
会
・
顧
客
に
い
か
な
る
価

値
を
提
供
で
き
る
の
か
、
言
い
換

え
る
と
、
ど
の
よ
う
な
「
望
ま
し

い
」
未
来
を
主
体
的
に
創
り
出
そ

う
と
す
る
の
か
を
検
討
し
、
発
信

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
す
な

わ
ち
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

物
流
を
担
う
企
業
か
ら
の
物
流
以

外
の
業
界
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

り
、
同
時
に
、
物
流
業
界
内
の
企

業
が
進
む
べ
き
道
を
示
す
羅
針
盤

と
な
る
だ
ろ
う
。

中
堅･

中
小
企
業
の
場
合
に
は


相
対
的
に
中
期
・
短
期
的
に
、
自

社
の
顧
客
と
な
っ
て
い
る
業
界
・

企
業
が
、
不
確
実
性
か
ら
ど
の
よ

う
な
影
響
を
受
け
、
彼
ら
の
企
業

活
動
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の

か
を
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
顧
客

企
業
に
先
立
っ
て
未
来
を
洞
察
す

る
こ
と
で
、
顧
客
に
と
っ
て
よ
り

価
値
の
あ
る
提
案
、
課
題
を
先
取

り
し
た
提
案
が
可
能
と
な
る
。
自

動
車
業
界
の
顧
客
が
多
い
物
流
企

業
の
場
合
は
自
動
車
業
界
の
未
来

を
、
食
品
業
界
の
顧
客
が
多
い
企

業
は
食
品
業
界
の
未
来
を
洞
察
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

不
確
実
性
の
高
ま
り
そ
れ
自
身

が
、
既
存
の
業
界
構
造
を
破
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
意
味

で
、
各
企
業
に
と
っ
て
の
好
機
で

あ
る
。
各
企
業
が
主
体
的
に
未
来

を
洞
察
し
、
企
業
戦
略
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
産
業
の
血
液
で
あ
る

物
流
業
界
全
体
を
発
展
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

と
で
、
不
確
実
性
を
考
慮
し
た
未

来
の
機
会
を
強
制
的
に
見
い
だ

す
。
最
後
に
、
④
未
来
シ
ナ
リ
オ

を
評
価
し
、
戦
略
示
唆
を
得
る
こ

と
に
な
る
（
図
３
）
。

で
は
、
物
流
業
界
の
企
業
は
、

ど
の
程
度
の
時
間
軸
で
、
ど
の
よ

う
な
テ
ー
マ
の
未
来
を
検
討
す
べ

き
だ
ろ
う
か
大
手
企
業
の
場
合


事
業
領
域
は
国
内
の
み
な
ら
ず
海

外
に
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中

期
経
営
計
画
等
で
海
外
事
業
の
拡

大
を
う
た
っ
て
い
る
企
業
が
ほ
と

ん
ど
だ
。
今
後
発
生
し
得
る
世
界

的
な
混
乱
・
競
争
・
困
難
は
、
こ

の
よ
う
な
企
業
群
に
企
業
戦
略
の

来
洞
察
手
法
は
、
不
確
実

性
が
高
い
情
報
を
ア
ウ
ト

サ
イ
ド
・
イ
ン
発
想
（
帰

納
推
論
）
で
描
き
出
す
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。

未
来
洞
察
手
法
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
的
な
観
点
で
捉
え

る
な
ら
ば
、
「
不
確
実
な

未
来
を
自
社
の
成
長
機
会

と
し
て
取
り
込
む
た
め
の

方
法
論
」
で
あ
る
と
言
え

る
。
同
時
に
、
外
部
性
・

不
確
実
性
を
意
識
的
に
観

察
し
て
い
る
た
め
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
の
起
点

と
し
て
活
用
し
得
る
も
の

で
あ
る
。

未
来
洞
察
活
動
で
導
出

さ
れ
た
未
来
像
は
、
そ
の

不
確
実
性
の
高
さ
故
に
、

誰
か
が
実
現
し
て
く
れ
る

と
は
限
ら
な
い
し
か
し


そ
の
未
来
像
が
社
会
・
生

活
者
あ
る
い
は
自
社
に
と
っ
て
価

値
が
あ
る
な
ら
ば
、
誰
か
が
未
来

を
実
現
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
率
先
し
て
未
来
を
創

り
出
す
態
度
が
重
要
に
な
る
。

未
来
洞
察
手
法
は
、
大
き
く
四

つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
ず
、
①
現
在
の
延
長

線
上
の
未
来
を
イ
ン
サ
イ
ド
・
ア

ウ
ト
発
想
で
描
き
出
す
。

次
に
、
②
「
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
」

を
活
用
し
、
ア
ウ
ト
サ
イ

ド
・
イ
ン
発
想
で
想
定
外

の
社
会
変
化
仮
説
を
設
定

す
る
。
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
と

は
、
想
定
外
の
「
未
来
の

芽
」
「
変
化
の
兆
し
」
を

直
感
的
に
つ
か
む
手
法
で

あ
り
、
１
９
６
０
年
代
に

Ｓ
Ｒ
Ｉ
（Stanford

Res

earch
Institute)

が
開

発
し
た
手
法
が
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
。
様
々
な
情

報
源
か
ら
集
め
ら
れ
た

「
未
来
の
兆
し
情
報
（
ス

キ
ャ
ニ
ン
グ
・
マ
テ
リ
ア

ル
）
」
を
読
み
込
む
こ
と

で
、
想
定
外
の
社
会
変
化

に
関
す
る
新
た
な
視
座
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。そ

し
て
、
③
未
来
イ
シ

ュ
ー
と
想
定
外
社
会
変
化

仮
説
と
を
掛
け
合
わ
せ
、

新
た
な
機
会
領
域
や
未
来

シ
ナ
リ
オ
を
描
き
出
す
こ

こ
と
す
ら
知
ら
な
い
」
領
域
で
あ

る
。
こ
の
領
域
の
事
象
は
、
誰
も

が
認
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
ま
た
発
生
し
得
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
。
一
方
、
演
繹
的
に

導
出
さ
れ
る
事
実
・
仮
説
領
域
と

は
異
な
り
、
「
Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｒ
『
外
部

性
／
不
確
実
性
｣

領
域
の
情
報
は

広
範
囲
か
つ
多
様
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、
未
来
に
対
す
る
パ
ー
ス

ペ
ク
テ
ィ
ブ(

見
通
し)

を
拡
張
し

て
く
れ
る
情
報
は
、
こ
の
領
域
に

多
く
存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
。

未
来
洞
察
と
は
、
不
確
実
な
要

素
や
定
性
的
な
要
素
に
積
極
的
に

注
目
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
価
値
観
や

社
会
変
化
な
ど
、
外
部
性
・
不
確

実
性
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
機
会
領
域
を
見
い
だ
そ
う

と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の

手
法
は
、
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
あ
る
い

は
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
と
呼
ば
れ

る
。
現
在
の
延
長
線
で
将
来
を
予

測
し
、
確
定
的
な
要
素
や
定
量
デ

ー
タ
を
用
い
た
統
計
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
が
と
ら
れ
る｢

未
来
予
測(

フ

ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
）
手
法
」
と
は
明

確
に
区
別
さ
れ
る
（
図
２
）
。

未
来
予
測
手
法
が
、
不
確
実
性

の
低
い
情
報
を
材
料
に
イ
ン
サ
イ

ド
・
ア
ウ
ト
発
想
（
演
繹
推
論
）

で
描
き
出
す
こ
と
に
対
し
て
、
未

が
認
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
事
実
に
つ
い
てBusine

ss
Futures

Network

社
で
は
、

不
確
実
性
の
高
さ
に
よ
っ
て
情
報

を
図
１
の
よ
う
に
整
理
し
て
い

る
。最

も
不
確
実
性
が
低
い
情
報
は

「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
『
事
実
』｣

で
あ
る


こ
れ
は
「
知
っ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
」
領
域
で
あ
り
、
誰
も

が
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次

に
不
確
実
性
が
高
い
領
域
が
「
Ｆ

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
『
仮
説
』
」
で
あ
る
。

仮
説
と
は
事
実
を
ベ
ー
ス
に
演

え
ん

繹
え
き

的
に
構
成
さ
れ
る
一
連
の
命
題
で

あ
り
、
明
確
な
筋
道
を
も
っ
て
構

成
さ
れ
る
。

「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
『
事
実
』｣

と｢

Ｆ

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
『
仮
説
』
」
の
外
側
に

広
が
る
「
Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｒ
『
外
部
性
／

不
確
実
性
』
」
が
、
「
知
ら
な
い

こ
と
を
保
障
す
る
必
要
に
駆
ら
れ

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

シ
ナ
リ
オ
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、

貿
易
に
掛
か
る
コ
ス
ト
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
大
し
、
食
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
国
内
自
給
の
要
請

が
増
大
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま

た
同
時
に
、
資
源
や
食
糧
獲
得
の

た
め
の
直
接
的
な
行
動
や
、
難
民

発
生
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
以
外
の
国
々
は
、
様
々
な
動

乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
自
身
が
受
け
る
影
響

は
必
ず
し
も
小
さ
く
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国

が
受
け
る
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

経
済
が
貿
易
に
依
存
し
て
い
る
国

家
は
ゼ
ロ
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ス
成

長
に
陥
り
、
高
齢
者
比
率
の
高
い

国
家
が
後
退
す
る
速
度
は
今
以
上

に
速
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
不
確
実
性
が
高
い
事

象
は
、
そ
の
「
確
実
性
の
低
さ
」

故
に
、
誰
も
が
同
意
す
る
わ
け
で

は
な
い
し
、
ま
た
同
時
に
、
誰
も

世
の
中
の
不
確
実
性
が
増
大
し

て
い
る
。

世
界
最
大
の
政
治
リ
ス
ク
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
で
あ
る
ユ
ー

ラ
シ
ア
・
グ
ル
ー
プ
は
毎
年
、
世

界
の
「
Ｔ
ｏ
ｐ

Ｒ
ｉ
ｓ
ｋ
ｓ
」

を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
２
０
１

６
年
版
で
提
示
さ
れ
た
リ
ス
ク
の

う
ち
、
「
閉
ざ
さ
れ
る
欧
州｣｢

サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
」
「
ブ
ラ
ジ
ル
」

な
ど
の
リ
ス
ク
が
既
に
顕
在
化
し

始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
６
月
23

日
実
施
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
民

投
票
で
、
同
国
民
は
欧
州
連
合
か

ら
の
離
脱
を
決
断
。
今
後
、
欧
州

の
み
な
ら
ず
各
国
で
分
離
・
独
立

主
義
的
な
運
動
は
続
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
短
期

的
に
も
世
界
全
体
の
社
会
・
経
済

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
高
い
。

中
長
期
的
に
み
て
も
、
様
々
な

レ
ベ
ル
で
不
確
実
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。

第
２
次
世
界
大
戦
及
び
東
西
冷

戦
終
結
以
降
、
資
本
の
蓄
積
、
技

術
進
展
と
そ
れ
を
可
能
に
し
た
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
世
界
的
擁
護
の

下
、
世
界
の
社
会
・
経
済
は
基
本

的
に
右
肩
上
が
り
の
安
定
的
な
成

長
を
享
受
し
て
き
た
。

一
方
、
情
報
機
関
ス
ト
ラ
ト
フ

ォ
ー
の
元
分
析
部
門
バ
イ
ス
・
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
で
あ
る
ピ
ー
タ
ー
・

ゼ
イ
ハ
ン
が
そ
の
著
書
「
地
政
学

で
読
む
世
界
覇
権
２
０
３
０

th

e
Accidental

Superpower

」

で
喝
破
し
た
よ
う
に
人
口
動
態


食
糧
自
給
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
及

び
国
家
の
安
定
を
可
能
に
す
る
地

理
的
要
因
に
よ
り
、
今
後
も
「
大

国
」
で
在
り
続
け
る
国
家
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
み
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。

そ
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
必

要
性
の
問
題
と
財
政
的
要
請
の
両

面
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
世
界

の
海
上
貿
易
を
保
護
し
、
世
界
各

国
が
米
国
市
場
へ
ア
ク
セ
ス
す
る

不確実性が増大する社会への対応

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
起
点

戦
略
再
構
築
へ
備
え
必
要

日
本
総
合
研
究
所

日
本
総
合
研
究
所

リ
サ
ー
チ･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

リ
サ
ー
チ･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

田
中

靖
記

シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

田
中

靖
記

（
面
担

井
内
亨
）

ド
洋
経
済
圏
に
お
け
る
事
業

戦
略
構
築
支
援
著
書
に
新

た
な
事
業
機
会
を
見
つ
け
る

「
未
来
洞
察
」
の
教
科
書
』

（KADOKAWA

、
２
０
１
６
年

＝
共
著
）
、
『
イ
ン
フ
ラ
産

業
２
０
１
４
―
２
０
２
３
』

(

日
経
Ｂ
Ｐ
14
年
＝
共
著)



た
な
か
・
や
す
の
り

１

９
８
３
年
生
ま
れ
。
未
来
デ

ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
所
属
。
大
阪

市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
地
理
学
専
修
修
士
課
程
修

了
。
専
門
テ
ー
マ
は
、
未
来

洞
察
を
活
用
し
た
事
業
戦
略

・
新
規
事
業
構
築
、
環
イ
ン

配
当
所
得
は
、
原
則
と
し
て
確
定
申
告

の
対
象
と
さ
れ
ま
す
が
、
確
定
申
告
不
要

制
度
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
上
場
株
式
等
の
配
当
な
ど
（
一

定
の
大
口
株
主
等
が
受
け
る
も
の
を
除

く
）
に
つ
い
て
は
総
合
課
税
の
ほ
か
に


申
告
分
離
課
税
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
申
告
分
離
課
税
の
選
択
は


確
定
申
告
す
る
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得

の
全
額
に
つ
い
て
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。で

は
、
上
場
株
式
等
の
配
当
の
金
額
に

つ
い
て
申
告
分
離
課
税
を
選
択
し
て
確
定

申
告
を
し
た
者
が
修
正
申
告
書
を
提
出
す

る
場
合
に
、
そ
の
配
当
の
金
額
を
総
所
得

金
額
に
含
め
て
申
告
し
、
配
当
控
除
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？こ

れ
に
つ
い
て
は
、
租
税
特
別
措
置
法

に
お
い
て
、
上
場
株
式
等
の
配
当
の
金
額

は
、
総
所
得
金
額
及
び
配
当
控
除
の
額
等

の
計
算
上
、
除
外
し
た
と
こ
ろ
で
確
定
申

告
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
課
税
庁
が

決
定
、
ま
た
は
そ
の
後
の
更
正
・
再
更
正

を
す
る
場
合
は
、
そ
の
配
当
所
得
の
金
額

に
係
る
総
所
得
金
額
及
び
配
当
控
除
の
額

は
課
税
標
準
及
び
税
額
控
除
に
含
め
な
い

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
規
定
か
ら
す
る
と
、
当
初
申
告
に

よ
り
選
択
し
た
、
ま
た
は
決
定
に
よ
り
除

外
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
上
場
株
式
等
の

配
当
の
処
理
方
法
は
、
そ
の
後
変
更
で
き

な
い
も
の
と
解
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
上
場

株
式
等
の
配
当
の
金
額
を
総
所
得
金
額
に

算
入
し
て
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
場
合

に
は
、
更
正
の
請
求
ま
た
は
修
正
申
告
書

の
提
出
に
当
た
っ
て
、
そ
の
配
当
所
得
の

金
額
を
総
所
得
金
額
か
ら
除
外
で
き
な
い

こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
上
場
株
式
等
の

配
当
の
金
額
を
除
外
し
て
確
定
申
告
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
後
の
更
正
ま
た
は
修
正

申
告
に
お
い
て
上
場
株
式
等
の
配
当
の
金

額
を
総
所
得
金
額
に
算
入
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税

非
課
税
の
特
例
を
利
用
し
て
教
育
資
金
の

贈
与
を
行
い
、
贈
与
を
し
た
日
か
ら
教
育

資
金
管
理
契
約
終
了
の
日
ま
で
の
間
に
贈

与
者
が
死
亡
し
た
場
合
で
も
、
贈
与
者
の

死
亡
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算

上
、
相
続
開
始
前
３
年
以
内
に
贈
与
が
あ

っ
た
場
合
の
規
定
の
適
用
は
さ
れ
ず
、
贈

与
者
の
死
亡
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価
格

に
は
算
入
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
受
贈
者
が
30
歳
に
達
し
た
た

め
教
育
資
金
管
理
契
約
が
終
了
し
、
教
育

資
金
管
理
契
約
に
係
る
非
課
税
拠
出
額
か

ら
教
育
資
金
支
出
額
を
控
除
し
た
残
額
に

つ
い
て
、
贈
与
税
の
課
税
価
格
に
算
入
さ

れ
た
価
額
が
あ
る
場
合
で
、
そ
の
贈
与
税

に
係
る
贈
与
者
が
死
亡
し
た
時
は
、
贈
与

者
の
死
亡
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価
格
の

計
算
上
、
相
続
開
始
前
３
年
以
内
に
贈
与

が
あ
っ
た
場
合
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
、

贈
与
者
の
死
亡
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価

格
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

未
来
総
合
会
計
事
務
所

申告しなかった上場株式等の配当を修正申告することの可否教育資金贈与 贈与者が死亡した時
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